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労働力の「市場同情」について (201) 25 
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労働力。「市場価値に」ついて (213) 37 
って，欲望が賃金と労働力の価値士左右するのではなくて，賃金と労働力の価
値の変動が欲望を左右するのである。労働者階級の窮乏化が現実にはすべての
面で併行Lてあらわれないように，欲望の向上もかた寄ったあらわれ方をする。
そのために，窮乏化のなかででも，欲望のかた寄った向上はみられることにな
る。
小川氏は，抽象的な労働力の価値を市場価値としてとらえることができず，
それを「限界原理」による職種別労働力の「市場価値Jの成立を通じて具体化
するべくこころみた。氏は「価値分割」および個別価値からの「市場価値」の
成立を論ずるさいに，労働力の価値規定の特殊性を無視した。さらに，民は個
別価値が直接，差別賃金に転化すると考えたために，差別賃金の解明にあたっ
て r市場価値」論を放棄したのである。小)I r1l:;の理論にみられるこれらの欠
点、は，多かれ少なかれ，職種別労働力の「市場価一値」の成立を主張する論者に
共通するものである。
(1970年7月3日)
